
滋
賀
県
の
地
震

県
下
に
震
源
地
が
あ
り
、
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
も

の
と
し
て
、

文
治
元
年
（1

185

）
７
月
９
日

び
わ
湖
中
及
び

北
西
畔

正
中
２
年
（1325

）
１
０
月
２
１
日
滋
賀
県
北
部

寛
文
２
年
（1662

）
５
月
１
日

び
わ
湖
西
岸

明
治
４
２
年
（1909

）
８
月
１
４
日

姉
川
地
震

郡
志
に
被
害
状
況
な
ど
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
正
中
２
年
・
元
徳
３
年
・
天
正
１
３
年
（
東
浅
井

郡
志
）
文
禄5

年
（
栗
太
郡
志
）
文
政
２
年
（
高
島
郡

志
・
神
崎
郡
志
稿
）

文
政
７
年
（
蒲
生
郡
志
）

滋
賀
県
内
を
震
源
地
と
し
て
お
こ
る
地
震
の
多
く
は

「
内
陸
性
地
震
（
直
下
型
地
震
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

地
下
に
あ
る
岩
盤
が
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、

蓄
え
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
限
界
に
達
す
る
と
、

岩
石
が
壊
れ
た
り
、
地
層
が
ず
れ
た
り
し
て
お
こ
る
と

い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
「
断
層
」
と
い
い
、200

万
年
前
か
ら
現

在
ま
で
に
つ
く
ら
れ
、
今
ま
で
何
度
か
活
動
し
て
地
震

を
発
生
さ
せ
た
。
県
内
に
こ
の
「
活
断
層
」
が
た
て
・

よ
こ
無
数
に
走
っ
て
い
る
。
県
内
を
走
る
活
断
層
は
、

比
良
山
地
を
は
さ
ん
で
、
西
に
花
折
断
層
（30

キ
ロ
）

比
良
断
層
（16

キ
ロ
）
が
あ
り
、
湖
北
に
柳
ケ
瀬
断

層
や
集
福
寺
断
層
（13

キ
ロ
）
が
あ
る
。

び
わ
湖
に
流
入
す
る
河
川
は
支
川
も
含
め1

級
河
川

は445

本
の
川
が
流
れ
こ
ん
で
い
る
。

奈
良
時
代
に
都
の
造
営
の
た
め
に
大
量
の
森
林
が
伐

採
さ
れ
た
と
伝
わ
る
田
上
山
は
、
明
治
に
い
た
る
ま
で
、

た
び
た
び
の
大
洪
水
で
大
量
の
土
砂
を
流
出
し
、
大
戸

川
は
土
砂
で
埋
ま
り
、
瀬
田
川
の
河
床
を
上
げ
て
き
た
。

び
わ
湖
の
水
の
流
出
口
が
塞
が
れ
た
こ
と
で
、
び
わ

湖
沿
岸
は
冠
水
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
き
た
。

記
録
に
残
る
最
古
の
災
害
は
寛
正
元
年
（1460

）6

月
に
発
生
し
た
栗
太
郡
で
の
大
洪
水
が
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
慶
長13

年
（16

08

）
、17

年
（16

12

）1
9

年
（1614

）
に
畿
内
が
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
時
代
に
は
約30

回
、
大
正
時
代
に
は1

0
回
の
洪
水
の
記
録
が
残
る
。
と
り
わ
け
明
治2

9

年

（1896

）9

月
の
大
洪
水
の
爪
痕
は
県
下
各
地
に
残
り
、

そ
の
被
害
の
大
き
さ
を
伝
え
る
。

明
治29

年9

月
に
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

県
下
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
田
畑
の
流
失
や

土
砂
の
堆
積
の
様
子
を
み
る
に
、
再
起
不
能
と
ば
か
り

に
土
地
を
離
れ
て
、
北
海
道
や
遠
く
は
カ
ナ
ダ
な
ど
の

海
外
に
移
住
し
た
人
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

降
雨
の
状
況
は
「
ま
る
で
ロ
ー
プ
の
よ
う
な
雨
」
と

記
さ
れ
た
記
録
が
残
り
、
ま
さ
に
大
豪
雨
の
様
子
を
伝

え
て
い
る
。
び
わ
湖
の
水
位
は
３
、
７
６
メ
ー
ト
ル
に

達
し
、
湖
水
が
逆
流
し
て
、
各
地
の
河
川
の
破
堤
に
伴

う
浸
水
と
相
ま
っ
て
、
県
内
こ
と
ご
と
く
が
湖
面
と
化

し
て
い
っ
た
。

建
設
省
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
の
記
録
で
は
、
年
間
降

雨
量
の
約
半
分
の
１
７
３
０
ミ
リ
が9

月3

日
か
ら1

2

日
に
か
け
て
集
中
し
、
未
曽
有
の
大
洪
水
に
よ
る
被
害

は
、
死
傷
者111

名
、
流
失
及
び
全
壊
家
屋1749

浸
水

面
積
は
１
４
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
だ
。

（
財
）
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
発
行

湖
国
と
文
化
よ
り

（
野
洲
町
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
寺
井
秀
七
郎
先
生

の
文
を
編
集
）

南

北

桜

藤
原
定
家
が
「
桜
の
山
の
春
の
あ
け
ぼ
の
・
・
・
」

と
う
た
っ
た
桜
山
と
、
三
上
山
と
の
間
に
大
山
川
と
い

う
川
を
は
さ
ん
で
北
桜
・
南
桜
の
二
つ
の
大
字
が
あ
る
。

桜
と
い
う
地
名
は
全
国
に
二
十
一
、
「
燃
え
て
あ
が

る
は
桜
島
」
か
ら
「
青
葉
繁
れ
る
桜
井
の
里
」
ま
で
い

れ
る
と
七
十
八
、
多
く
は
山
地
で
あ
る
。

「
桜
山
花
咲
き
匂
ふ
か
ひ
あ
り
て
・
・
・
」
と
平
安

朝
歌
人
が
こ
の
地
の
桜
を
愛
で
た
歌
も
あ
る
に
は
あ
る

が
桜
と
い
う
の
は
花
の
桜
で
な
く
神
の
名
で
あ
る
。

山
を
掌
る
神
を
大
山
ツ
ミ
ノ
神
と
い
い
、
そ
の
娘
を

木
ノ
花
サ
ク
ヤ
姫
と
い
っ
た
。

南
桜
の
野
蔵
神
社
も
、
北
桜
の
若
宮
神
社
も
す
べ
て

こ
の
女
神
を
ま
つ
る
。

日
本
の
祖
神
は
高
千
穂
の
峯
に
、
こ
の
地
の
祖
神
は

三
上
の
峯
に
ご
降
臨
。
山
は
信
仰
だ
け
で
な
く
、
山
を

ぬ
き
に
し
て
は
、
古
代
人
の
生
活
は
語
れ
な
い
。

南
と
北
と
は
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

同
神
を
ま
つ
る
間
柄
だ
か
ら
と
い
う
な
ら
「
行
畑

・
北
・
上
屋
」
「
妙
光
寺
・
辻
町
・
竹
生
」
「
入
町
・

桜
生
」
も
同
じ
で
あ
る
。

実
は
木
ノ
花
サ
ク
ヤ
姫
よ
り
も
、
父
の
大
山
ツ
ミ
ノ

神
が
邪
見
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
２
村
の
結
婚
の
邪
魔

を
し
て
い
る
。

大
山
川
は
浅
い
低
い
山
か
ら
流
れ
で
て
い
る
の
に

大
山
川
と
言
う
の
は
、
こ
の
父
な
る
神
の
名
で
あ
る
。

こ
の
川
は
、
昔
は
菩
提
寺
蹟
な
ど
と
一
連
の
禿
山
か

ら
走
り
だ
す
天
井
川
だ
け
に
、
暴
れ
者
で
あ
っ
た
。

い
ま
も
川
幅
よ
り
広
い
両
岸
、
補
強
さ
れ
た
堤
、
県
の

砂
防
指
定
地
で
あ
る
こ
と
を
み
て
も
わ
か
る
。

い
ま
も
し
、
こ
の
川
が
き
れ
た
ら
両
村
の
美
田
は
も

ち
ろ
ん
人
家
の
大
半
が
水
没
す
る
。
人
家
は
ま
る
で
避

難
体
制
を
と
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
山
肌
に
よ
り
そ
っ

て
い
る
。
氾
濫
の
時
、
一
方
の
堤
が
切
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
方
が
ホ
ッ
ト
す
る
。
宿
命
で
あ
る
。

ま
た
日
照
り
つ
づ
き
で
田
養
水
不
足
の
と
き
は
、
リ

バ
ー
は
ラ
イ
バ
ル
の
語
源
を
な
す
と
お
り
で
あ
る
。

今
は
山
々
に
木
も
繁
り
、
ま
た
野
洲
川
ダ
ム
も
で
き

て
水
の
な
や
み
は
消
え
た
が
昔
は
水
の
争
い
ほ
ど
凄
惨

な
も
の
は
な
か
っ
た
。
祖
先
は
、
神
の
名
に
於
い
て
縁

組
を
さ
け
さ
せ
、
水
論
が
水
論
以
前
の
も
の
に
及
ぶ
こ

と
を
お
そ
れ
た
。
こ
れ
は
祖
先
の
叡
智
の
所
産
で
あ
る
。

狭
い
山
あ
い
の
天
地
で
、
血
の
濃
く
な
る
の
を
防
ぐ

優
生
学
的
見
地
と
、
耕
地
の
細
分
を
防
ぐ
経
済
的
意
味

も
付
加
さ
れ
て
、
神
の
言
葉
と
し
て
伝
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
２
村
は
、
川
を
は
さ
ん
で
対
峙
す
る
呉
越
の

国
で
は
な
く
、
共
同
の
故
郷
を
も
つ
、
い
わ
ば
権
司
・

善
司
の
伝
説
を
も
つ
同
根
の
二
つ
の
枝
で
あ
る
。

大
山
川
を
眼
下
に
す
る
形
勝
の
阿
麻
山
に
、
百
足
山

本
明
寺
が
あ
る
。
平
凡
社
の
大
百
科
事
典
に
載
っ
て
い

る
本
町
唯
一
の
寺
が
あ
る
。
今
は
廃
寺
で
あ
る
が
、
石

段
に
昔
が
し
の
ば
れ
る
。
こ
こ
が
両
桜
発
祥
地
と
伝
説

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
山
に
発
祥
し
た
両
桜
の
人
は
、
里
に
住
ん

で
一
川
を
互
い
の
命
の
水
と
し
て
暮
ら
し
、
や
が
て
大

山
川
畔
の
墓
地
に
背
中
あ
わ
せ
て
ね
む
る
。
一
か
ら
で

て
一
に
帰
る
、
ま
こ
と
に
倶
会
一
処
。

滋
賀
の
災
害

在
所
ば
な
し

語
り
継
が
れ
る
洪
水
の
歴
史

未
曽
有
の
水
害
の
記
録


